
 

 

 

平成２１年 

 

東京港地盤沈下及び地下水位 

 

観測調査結果 



１ 調査目的 

東京港の埋立地では、港湾設備の整備や臨海副都心開発事業  

などが実施されている。しかし、東京港は軟弱な粘性土及び緩  

い砂質土からなる沖積世堆積物が厚く分布する典型的な軟弱地

盤帯に立地しているため、開発にあたっては、安全な港づくり、

まちづくりの観点から、地盤状況を把握する必要がある。  

このため、東京都港湾局では東京港の開発・維持・保全及び  

防災対策のための基礎資料を得ることを目的として、各地盤の  

沈下及び地下水位の観測を昭和４５年から継続して行っている。 

本報告書は、昭和４５年から平成２１年までの各年の各観測

所における観測データを利用し、各地盤の沈下及び地下水位の

経年変化等の観測結果をとりまとめたものである。  

なお、各年の詳細な報告書は都民情報ルームで公開している。 

２ 調査概要 

観測業務として、地盤沈下及び気象に関する調査を実施した。 

観測所の位置は、図 1- 1 東京港地盤沈下観測所位置図に示す  

とおりで、各観測所の外観を写真 1-1～ 1-2 に示した。また、観

測所の所在地の詳細・各観測井の仕様・計器の種類は表 1-1 観

測井一覧表に示した。  

各観測所付近の地形・地質の状況及び観測井の深さは図 1-2 

に、観測井の概念図は図 1-3 に示す。  

 

３ 調査結果 

（１）  沈下観測  

ア  有楽町層の沈下量（図 2-1 参照）  

沈下量の大半を占めるのは、埋土層の下に分布して

いる有楽町層（軟弱層）で、その層厚が厚いほど年間

変動量は大きい。  

有楽町層の層厚（図 1-2 参照）は、大井その２地盤沈

下観測所では約 60ｍと厚いが、辰巳地盤沈下観測所で

は 30ｍ以下と薄く、新有明地盤沈下観測所では 10ｍ以

下と観測所毎に大きな違いがある。このため、沈下量

も層厚の厚い大井その２地盤沈下観測所の年間変動量

は大きい。  

イ  各観測所における沈下の経年変化の動向  

（図 2-2～図 2-3 参照）  

・  最も総沈下量の大きい大井その２地盤沈下観測所

では、観測開始から 35 年経過した現在でも継続的

な沈下傾向が見られるが、図 2-2 に示すとおり、有

楽町層の年間変動量は昭和 57 年以降年々減少傾向

を示しており、今後は収束に向かうものと思われる。 

・  １５号地地盤沈下観測所は大井その２地盤沈下観

測所に次ぐ沈下量で、観測開始後の 10 年程は年間

の変動量も大きく継続的な沈下傾向 を示していた

が、その後はほぼ収束に向かっており、有楽町層の

年間変動量も非常に小さくなっている。  



・  大 井そ の１地盤沈下観測所及び砂町地盤沈下観測

所は同じような沈下傾向を示しており、観測開始直

後の数年は年間の変動量もやや大きな傾向を示し

たが、現在は年間変動量も非常に小さい。  

なお、当観測所は、平成２０年９月で閉鎖され、  

新観測所が、平成２０年１１月から、稼働している。  

・  辰巳地盤沈下観測所では観測開始から沈下量は非

常に小さく、地層毎の観測結果を見ても、年間の変

動はほとんどない。  

・  新有明地盤沈下観測所は観測を開始して９年経つ

が、変動傾向は辰巳観測所と同様であり、有楽町層

の年間変動もほとんどない。  

（２）  地下水位観測（図 2-4 参照）  

全体的な傾向として観測開始以降の地下水位の変動は、  

昭和４６年からの工業用水法の揚水規制基準の強化に伴  

い、区域全域の揚水量が大幅に減少した結果、地下水位  

は昭和５９年頃までに急激に回復したものと思われる。  

その後は、季節や年間の気候による増減はあるが、変  

動量は小さくなり全般的に水位は回復傾向にある。しか  

し、大井その１地盤沈下観測所では平成２～７年にかけ  

て、水位の低下と回復があり、比較的近い大井その２地  

盤沈下観測所でも同様の傾向を示した。  

この期間でも深層にある帯水層の地下水位はほとんど  

影響が無く、全般的に変動量は減少している。  

なお、図 2-4 に示す各観測所の地下水位については、Ａ．  

Ｐ． (Arakawa Peil)表示（霊岸島水位表零位を示し、ほぼ

大潮干潮位にあたる。）とした。



 



 





表 1-1  観 測 井 一 覧 表 

 



 

 

図 1-2 各観測所における観測井の深さ 



 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
                         沈下量の概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-3 地盤沈下および地下水位観測井構造図 

 

 

 
    本施設は、地盤の沈下および地下水位の変化を、 
 長期的かつ連続的に観測するものです。 
   地盤の沈下観測は、地中の一定の地層まで挿入した 
鋼鉄製内管を不動のものとして、地表に設置したＨ型 
鋼の動きを測定しています。 
    地下水の水位は、地盤の変動に密接な影響を及ぼし、 
特に地下水位の低下が地盤沈下を引き起こすことから、
沈下観測と同時に測定を行っています。 
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図２－１　観測所毎の経年沈下量（昭和４５年～平成２１年）
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図２－２　　地層毎の経年沈下量（昭和４５年～平成２１年）
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図２－３　　観測所毎の累計沈下グラフ（昭和４５年～平成２1年）
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図２－４　　観測所毎の地下水位変化グラフ（昭和４５年～平成２１年）
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